
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
現代は「ファーストフード」に代表されるように、利便性、効率性、経済性等を重視し、栄

養偏重の食生活や「個食」の増加による家族の団らん喪失、食料の海外依存、食料資源
の浪費の問題が顕著になる一方、安全で安心な「食」への関心は高まり、食の重要性は
医学的、栄養学的、心理学的観点から指摘されています。

そこで、「和食」を通じて、安全・安心な県内食材をベースに、健康でより充実した食生活
を実現するために、蓄積した情報を発信しながら地産地消を進めます。

４ 施策の効果
和食の良さを広く知らせ望ましい食習慣の実践により、健康づくりが図られます。
安全な県内食材の県内流通を促進し、手軽に安心して和食を食する機会が増えます。

５ 要求の内容
①食育実践地域活動支援事業 4,654千円

和食文化を進める組織体制を整備、県民対象の講演会の開催
「和食文化推進員」を認定し伝達講習で和食を広める食育活動の推進

②和食文化伝承創造事業 2,883千円
「長寿食」「健脳食」「発酵食」をキーワードにした情報の蓄積、公開
モデル市町村にて医療現場とタイアップし、和食を習慣化する住民運動を支援

６ 用語の解説
○地産地消：地元でとれた生産物を地元で消費するという考え
○ファーストフード：食材や味を画一化して、短時間調理ですぐ提供される食べ物

７ 決定内容
決定額 ６，５００千円
・事業費を精査の上、所要額を予算措置した。

所 属 農林商工部農林水産局 農林水産政策室

担当(係)名 和食文化振興チーム 内 線 ２８３２
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（明細書事業名)○和食文化振興費
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